


《昭和音楽大学 Syllabus 2022》

曜日時限

声楽①

科目名－クラス名

担当教員

実技担当教員実技

教育到達目標と概要

この科目は、大学での学びの根幹となる主科実技の個人レッスン(週1回45分)である。ベルカント唱法に基いた呼吸～発声～共鳴に至るまでの歌唱の技術を学び体得

していくことを目標とする。担当教員と曲目を選定し、イタリア語の正確な発音を学ぶとともに、発声の基本的な訓練を積み重ねながら少しずつ歌う身体を作ってい
く。
実技試験の課題曲は前期・後期とも「イタリア古典歌曲1曲(4分以内)」  実技試験の点数をもって評価とする。

学修成果
①歌唱の基本（発声、呼吸、支え等）を身につけ、ベルカント唱法の基礎力を高めることができる。
②イタリア語の正確な発音を覚えることができる。
③イタリア古典歌曲（1792年のRossini生誕以前の作曲者による作品）のレパートリーを作り、演奏法や様式感を理解することができる。

歌う姿勢

呼吸法

身体の使い方

発声練習（開口母音）

発声練習（閉口母音）

正確な音程

正確なリズム

イタリア語の正しい発音(母音）

イタリア語の正しい発音(子音）

歌詞の理解

歌詞の表現

フレーズと音楽づくり

前期試験曲の伴奏合わせ

前期試験曲の伴奏合わせ（暗譜）

前期試験に向けての総合練習

歌う姿勢と重心

呼吸法とブレス

発声練習と身体の使い方 (開口母音）

発声練習と身体の使い方 （閉口母音）

正確な音程と歌い方

正確なリズムと歌い方

イタリア語の正しい発音とポジション（音読）

イタリア語の正しい発音とポジション(歌唱）

歌詞の理解力の向上

歌詞の表現力の向上

古典歌曲の様式感

古典歌曲の音楽表現

後期試験曲の伴奏合わせ

後期試験曲の伴奏合わせ（暗譜）

後期試験に向けての総合練習

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

第16回

第17回

第18回

第19回

第20回

第21回

第22回

第23回

第24回

第25回

第26回

第27回

第28回

第29回

第30回

授業展開と内容

開講年次

1～

開講期

通年

単位数

4
筆記・実技

100

課題提出

0

作品提出

0

成果発表

0

授業内小テスト

0

合計

100

評価方法

評価種別

評価割合

定期試験 その他の試験
授業形態

実技・実習

5170 502029611867シラバス番号： 授業番号： 科目コード： 声楽①



《昭和音楽大学 Syllabus 2022》

授業外学修の指示／課題に対するフィードバックの方法

譜読みだけでなく楽譜を読み込む勉強をし、その楽曲で知り得る予習は全てしておくこと。

歌詞の意味を調べ音読すること。
毎日の練習を積み上げる努力をすること。
一日１～２時間を目安に予習・復習を行うこと。

教科書・参考書

イタリア古典歌曲集 その他、担当教員から指示のあった任意の歌曲集、コンコーネなどの声楽教本

履修上の注意

実技レッスンであるため、上記の授業展開は必ずしも学修の順序ではなく、個々の能力や進度によって何度も戻ったり、繰り返されたり、同時に進められたりするも
のであることを理解して臨むこと。

体調管理を怠らないこと。レッスンには伴奏譜の他、必要に応じて辞書など指示のあったものを用意すること。

5170 502029611867シラバス番号： 授業番号： 科目コード： 声楽①



《昭和音楽大学 Syllabus 2022》

曜日時限

声楽①

科目名－クラス名

担当教員

実技担当教員実技

教育到達目標と概要

この科目は、短大での学びの根幹となる主科実技の個人レッスン(週1回45分)である。ベルカント唱法に基いた呼吸～発声～共鳴に至るまでの歌唱の技術を学び体得

していくことを目標とする。担当教員と曲目を選定し、イタリア語の正確な発音を学ぶとともに、発声の基本的な訓練を積み重ねながら少しずつ歌う身体を作ってい
く。
実技試験の課題曲は前期・後期とも「イタリア古典歌曲1曲(4分以内)」  実技試験の点数をもって評価とする。

学修成果
①歌唱の基本（発声、呼吸、支え等）を身につけ、ベルカント唱法の基礎力を高めることができる。
②イタリア語の正確な発音を覚えることができる。
③イタリア古典歌曲（1792年のRossini生誕以前の作曲者による作品）のレパートリーを作り、演奏法や様式感を理解することができる。

歌う姿勢

呼吸法

身体の使い方

発声練習（開口母音）

発声練習（閉口母音）

正確な音程

正確なリズム

イタリア語の正しい発音(母音）

イタリア語の正しい発音(子音）

歌詞の理解

歌詞の表現

フレーズと音楽づくり

前期試験曲の伴奏合わせ

前期試験曲の伴奏合わせ（暗譜）

前期試験に向けての総合練習

歌う姿勢と重心

呼吸法とブレス

発声練習と身体の使い方 (開口母音）

発声練習と身体の使い方 （閉口母音）

正確な音程と歌い方

正確なリズムと歌い方

イタリア語の正しい発音とポジション（音読）

イタリア語の正しい発音とポジション(歌唱）

歌詞の理解力の向上

歌詞の表現力の向上

古典歌曲の様式感

古典歌曲の音楽表現

後期試験曲の伴奏合わせ

後期試験曲の伴奏合わせ（暗譜）

後期試験に向けての総合練習

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

第16回

第17回

第18回

第19回

第20回

第21回

第22回

第23回

第24回

第25回

第26回

第27回

第28回

第29回

第30回

授業展開と内容

開講年次

1～

開講期

通年

単位数

4
筆記・実技

100

課題提出

0

作品提出

0

成果発表

0

授業内小テスト

0

合計

100

評価方法

評価種別

評価割合

定期試験 その他の試験
授業形態

実技・実習

913 503001512384シラバス番号： 授業番号： 科目コード： 声楽①



《昭和音楽大学 Syllabus 2022》

授業外学修の指示／課題に対するフィードバックの方法

譜読みだけでなく楽譜を読み込む勉強をし、その楽曲で知り得る予習は全てしておくこと。

歌詞の意味を調べ音読すること。
毎日の練習を積み上げる努力をすること。
一日１～２時間を目安に予習・復習を行うこと。

教科書・参考書

イタリア古典歌曲集 その他、担当教員から指示のあった任意の歌曲集、コンコーネなどの声楽教本

履修上の注意

実技レッスンであるため、上記の授業展開は必ずしも学修の順序ではなく、個々の能力や進度によって何度も戻ったり、繰り返されたり、同時に進められたりするも
のであることを理解して臨むこと。

体調管理を怠らないこと。レッスンには伴奏譜の他、必要に応じて辞書など指示のあったものを用意すること。

913 503001512384シラバス番号： 授業番号： 科目コード： 声楽①



《昭和音楽大学 Syllabus 2022》

曜日時限

声楽①

科目名－クラス名

担当教員

実技担当教員実技

教育到達目標と概要

この科目は、大学での学びの根幹となる主科実技の個人レッスン(週1回45分)である。ベルカント唱法に基いた呼吸～発声～共鳴に至るまでの歌唱の技術を学び体得

していくことを目標とする。担当教員と曲目を選定し、イタリア語の正確な発音を学ぶとともに、発声の基本的な訓練を積み重ねながら少しずつ歌う身体を作ってい
く。
実技試験の課題曲は前期・後期とも「イタリア古典歌曲1曲(4分以内)」  実技試験の点数をもって評価とする。

学修成果
①歌唱の基本（発声、呼吸、支え等）を身につけ、ベルカント唱法の基礎力を高めることができる。
②イタリア語の正確な発音を覚えることができる。
③イタリア古典歌曲（1792年のRossini生誕以前の作曲者による作品）のレパートリーを作り、演奏法や様式感を理解することができる。

歌う姿勢

呼吸法

身体の使い方

発声練習（開口母音）

発声練習（閉口母音）

正確な音程

正確なリズム

イタリア語の正しい発音(母音）

イタリア語の正しい発音(子音）

歌詞の理解

歌詞の表現

フレーズと音楽づくり

前期試験曲の伴奏合わせ

前期試験曲の伴奏合わせ（暗譜）

前期試験に向けての総合練習

歌う姿勢と重心

呼吸法とブレス

発声練習と身体の使い方 (開口母音）

発声練習と身体の使い方 （閉口母音）

正確な音程と歌い方

正確なリズムと歌い方

イタリア語の正しい発音とポジション（音読）

イタリア語の正しい発音とポジション(歌唱）

歌詞の理解力の向上

歌詞の表現力の向上

古典歌曲の様式感

古典歌曲の音楽表現

後期試験曲の伴奏合わせ

後期試験曲の伴奏合わせ（暗譜）

後期試験に向けての総合練習

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

第16回

第17回

第18回

第19回

第20回

第21回

第22回

第23回

第24回

第25回

第26回

第27回

第28回

第29回

第30回

授業展開と内容

開講年次

1～

開講期

通年

単位数

4
筆記・実技

100

課題提出

0

作品提出

0

成果発表

0

授業内小テスト

0

合計

100

評価方法

評価種別

評価割合

定期試験 その他の試験
授業形態

実技・実習

05170 502029611867シラバス番号： 授業番号： 科目コード： 声楽①



《昭和音楽大学 Syllabus 2022》

授業外学修の指示／課題に対するフィードバックの方法

譜読みだけでなく楽譜を読み込む勉強をし、その楽曲で知り得る予習は全てしておくこと。

歌詞の意味を調べ音読すること。
毎日の練習を積み上げる努力をすること。
一日１～２時間を目安に予習・復習を行うこと。

教科書・参考書

イタリア古典歌曲集 その他、担当教員から指示のあった任意の歌曲集、コンコーネなどの声楽教本

履修上の注意

実技レッスンであるため、上記の授業展開は必ずしも学修の順序ではなく、個々の能力や進度によって何度も戻ったり、繰り返されたり、同時に進められたりするも
のであることを理解して臨むこと。

体調管理を怠らないこと。レッスンには伴奏譜の他、必要に応じて辞書など指示のあったものを用意すること。

05170 502029611867シラバス番号： 授業番号： 科目コード： 声楽①



《昭和音楽大学短期大学部 Syllabus 2022》

曜日時限

声楽①

科目名－クラス名

担当教員

実技担当教員実技

教育到達目標と概要

この科目は、短大での学びの根幹となる主科実技の個人レッスン(週1回45分)である。ベルカント唱法に基いた呼吸～発声～共鳴に至るまでの歌唱の技術を学び体得

していくことを目標とする。担当教員と曲目を選定し、イタリア語の正確な発音を学ぶとともに、発声の基本的な訓練を積み重ねながら少しずつ歌う身体を作ってい
く。
実技試験の課題曲は前期・後期とも「イタリア古典歌曲1曲(4分以内)」  実技試験の点数をもって評価とする。

学修成果
①歌唱の基本（発声、呼吸、支え等）を身につけ、ベルカント唱法の基礎力を高めることができる。
②イタリア語の正確な発音を覚えることができる。
③イタリア古典歌曲（1792年のRossini生誕以前の作曲者による作品）のレパートリーを作り、演奏法や様式感を理解することができる。

歌う姿勢

呼吸法

身体の使い方

発声練習（開口母音）

発声練習（閉口母音）

正確な音程

正確なリズム

イタリア語の正しい発音(母音）

イタリア語の正しい発音(子音）

歌詞の理解

歌詞の表現

フレーズと音楽づくり

前期試験曲の伴奏合わせ

前期試験曲の伴奏合わせ（暗譜）

前期試験に向けての総合練習

歌う姿勢と重心

呼吸法とブレス

発声練習と身体の使い方 (開口母音）

発声練習と身体の使い方 （閉口母音）

正確な音程と歌い方

正確なリズムと歌い方

イタリア語の正しい発音とポジション（音読）

イタリア語の正しい発音とポジション(歌唱）

歌詞の理解力の向上

歌詞の表現力の向上

古典歌曲の様式感

古典歌曲の音楽表現

後期試験曲の伴奏合わせ

後期試験曲の伴奏合わせ（暗譜）

後期試験に向けての総合練習

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

第16回

第17回

第18回

第19回

第20回

第21回

第22回

第23回

第24回

第25回

第26回

第27回

第28回

第29回

第30回

授業展開と内容

開講年次

1～

開講期

通年

単位数

4
筆記・実技

100

課題提出

0

作品提出

0

成果発表

0

授業内小テスト

0

合計

100

評価方法

評価種別

評価割合

定期試験 その他の試験
授業形態

実技・実習

913 503001512384シラバス番号： 授業番号： 科目コード： 声楽①



《昭和音楽大学短期大学部 Syllabus 2022》

授業外学修の指示／課題に対するフィードバックの方法

譜読みだけでなく楽譜を読み込む勉強をし、その楽曲で知り得る予習は全てしておくこと。

歌詞の意味を調べ音読すること。
毎日の練習を積み上げる努力をすること。
一日１～２時間を目安に予習・復習を行うこと。

教科書・参考書

イタリア古典歌曲集 その他、担当教員から指示のあった任意の歌曲集、コンコーネなどの声楽教本

履修上の注意

実技レッスンであるため、上記の授業展開は必ずしも学修の順序ではなく、個々の能力や進度によって何度も戻ったり、繰り返されたり、同時に進められたりするも
のであることを理解して臨むこと。

体調管理を怠らないこと。レッスンには伴奏譜の他、必要に応じて辞書など指示のあったものを用意すること。

913 503001512384シラバス番号： 授業番号： 科目コード： 声楽①



《昭和音楽大学短期大学部 Syllabus 2022》

曜日時限

声楽①

科目名－クラス名

担当教員

実技担当教員実技

教育到達目標と概要

この科目は、短大での学びの根幹となる主科実技の個人レッスン(週1回45分)である。ベルカント唱法に基いた呼吸～発声～共鳴に至るまでの歌唱の技術を学び体得

していくことを目標とする。担当教員と曲目を選定し、イタリア語の正確な発音を学ぶとともに、発声の基本的な訓練を積み重ねながら少しずつ歌う身体を作ってい
く。
実技試験の課題曲は前期・後期とも「イタリア古典歌曲1曲(4分以内)」  実技試験の点数をもって評価とする。

学修成果
①歌唱の基本（発声、呼吸、支え等）を身につけ、ベルカント唱法の基礎力を高めることができる。
②イタリア語の正確な発音を覚えることができる。
③イタリア古典歌曲（1792年のRossini生誕以前の作曲者による作品）のレパートリーを作り、演奏法や様式感を理解することができる。

歌う姿勢

呼吸法

身体の使い方

発声練習（開口母音）

発声練習（閉口母音）

正確な音程

正確なリズム

イタリア語の正しい発音(母音）

イタリア語の正しい発音(子音）

歌詞の理解

歌詞の表現

フレーズと音楽づくり

前期試験曲の伴奏合わせ

前期試験曲の伴奏合わせ（暗譜）

前期試験に向けての総合練習

歌う姿勢と重心

呼吸法とブレス

発声練習と身体の使い方 (開口母音）

発声練習と身体の使い方 （閉口母音）

正確な音程と歌い方

正確なリズムと歌い方

イタリア語の正しい発音とポジション（音読）

イタリア語の正しい発音とポジション(歌唱）

歌詞の理解力の向上

歌詞の表現力の向上

古典歌曲の様式感

古典歌曲の音楽表現

後期試験曲の伴奏合わせ

後期試験曲の伴奏合わせ（暗譜）

後期試験に向けての総合練習

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

第16回

第17回

第18回

第19回

第20回

第21回

第22回

第23回

第24回

第25回

第26回

第27回

第28回

第29回

第30回

授業展開と内容

開講年次

1～

開講期

通年

単位数

4
筆記・実技

100

課題提出

0

作品提出

0

成果発表

0

授業内小テスト

0

合計

100

評価方法

評価種別

評価割合

定期試験 その他の試験
授業形態

実技・実習

00913 503001512384シラバス番号： 授業番号： 科目コード： 声楽①



《昭和音楽大学短期大学部 Syllabus 2022》

授業外学修の指示／課題に対するフィードバックの方法

譜読みだけでなく楽譜を読み込む勉強をし、その楽曲で知り得る予習は全てしておくこと。

歌詞の意味を調べ音読すること。
毎日の練習を積み上げる努力をすること。
一日１～２時間を目安に予習・復習を行うこと。

教科書・参考書

イタリア古典歌曲集 その他、担当教員から指示のあった任意の歌曲集、コンコーネなどの声楽教本

履修上の注意

実技レッスンであるため、上記の授業展開は必ずしも学修の順序ではなく、個々の能力や進度によって何度も戻ったり、繰り返されたり、同時に進められたりするも
のであることを理解して臨むこと。

体調管理を怠らないこと。レッスンには伴奏譜の他、必要に応じて辞書など指示のあったものを用意すること。

00913 503001512384シラバス番号： 授業番号： 科目コード： 声楽①



《昭和音楽大学 Syllabus 2022》

曜日時限

声楽③

科目名－クラス名

担当教員

実技担当教員実技

教育到達目標と概要

この科目は大学での学びの根幹となる主科実技の個人レッスン(週1回45分)である。ベルカント唱法に基いた歌唱の技術を学び体得していくことを目標とする。2年次

までの歌曲に加え、学生個々の能力・進度に合わせてオペラアリア、近代歌曲など範囲を広げて学んでいく。実技試験課題は、前期・後期とも「自由曲1曲(イタリア
語のもの)(5分以内）※オペラアリアの場合、Verdi以降の作品は除く」 
試験の点数をもって評価とする。

学修成果
①歌唱の技術を理解し、ベルカントに基いた歌唱力を向上させることができる。
②各々の楽器(声)に合った歌曲やオペラアリアのレパートリーを作り、その演奏法と様式感を身につけることができる。
③レチタティーヴォの歌い方を覚え、身につけることができる。

呼吸、発声練習

共鳴、身体の使い方の練習

イタリア語ディクション（音読）

イタリア語ディクション（歌唱）

レチタティーヴォの歌い方（レチタティーヴォ・セッコ）

レチタティーヴォの歌い方（レチタティーヴォ・アッコンパニャート）

カデンツァ・修飾音などの歌い方

アジリタ・ポルタメントなどの歌い方

歌詞・作品の理解

歌詞・作品の理解と表現

時代・様式にあった音楽づくり

時代・様式にあった表現方法

前期試験曲の伴奏合わせ

前期試験曲の伴奏合わせ（暗譜）

前期試験に向けての総合練習

呼吸、発声技術の向上

共鳴、身体の使い方の向上

イタリア語ディクションの向上（音読）

イタリア語ディクションの向上（歌唱）

レチタティーヴォの歌い方の向上（レチタティーヴォ・セッコ

レチタティーヴォの歌い方の向上（レチタティーヴォ・アッコンパニャート）

カデンツァ・修飾音などの歌い方（ロマン派の楽曲に多用される様々な形）

アジリタ・ポルタメントなどの歌い方（ロマン派の楽曲に多用される様々な形）

歌詞・作品の理解力の向上

歌詞・作品の理解と表現力の向上

時代・様式にあった音楽づくりの向上

時代・様式にあった表現方法の向上

後期試験曲の伴奏合わせ

後期試験曲の伴奏合わせ（暗譜）

後期試験に向けての総合練習

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

第16回

第17回

第18回

第19回

第20回

第21回

第22回

第23回

第24回

第25回

第26回

第27回

第28回

第29回

第30回

授業展開と内容

開講年次

3～

開講期

通年

単位数

4
筆記・実技

100

課題提出

0

作品提出

0

成果発表

0

授業内小テスト

0

合計

100

評価方法

評価種別

評価割合

定期試験 その他の試験
授業形態

実技・実習

312 502029634422シラバス番号： 授業番号： 科目コード： 声楽③



《昭和音楽大学 Syllabus 2022》

授業外学修の指示／課題に対するフィードバックの方法

譜読みだけでなく楽譜を読み込む勉強をし、その楽曲で知り得る予習は全てしておくこと。
オペラアリアを学ぶ場合は作品全体をよく研究すること。
毎日の練習を積み上げる努力をすること。

一日１～２時間を目安に予習・復習を行うこと。

教科書・参考書

担当教員から指示のあった任意の歌曲集、アリア集など

履修上の注意

実技レッスンのため、上記の授業展開は必ずしも学修の順序ではなく、個々の能力や進度によって何度も戻ったり、繰り返されたり、同時に進められたりするもので
あることを理解して臨むこと。

体調管理を怠らないこと。実技試験でオペラアリアを歌う場合Verdi以降の作品は除くこと。
レッスンには伴奏譜の他、必要に応じて辞書など指示のあったものを用意すること。

312 502029634422シラバス番号： 授業番号： 科目コード： 声楽③



《昭和音楽大学 Syllabus 2022》

曜日時限

声楽③

科目名－クラス名

担当教員

実技担当教員実技

教育到達目標と概要

この科目は大学での学びの根幹となる主科実技の個人レッスン(週1回45分)である。ベルカント唱法に基いた歌唱の技術を学び体得していくことを目標とする。2年次

までの歌曲に加え、学生個々の能力・進度に合わせてオペラアリア、近代歌曲など範囲を広げて学んでいく。実技試験課題は、前期・後期とも「自由曲1曲(イタリア
語のもの)(5分以内）※オペラアリアの場合、Verdi以降の作品は除く」 
試験の点数をもって評価とする。

学修成果
①歌唱の技術を理解し、ベルカントに基いた歌唱力を向上させることができる。
②各々の楽器(声)に合った歌曲やオペラアリアのレパートリーを作り、その演奏法と様式感を身につけることができる。
③レチタティーヴォの歌い方を覚え、身につけることができる。

呼吸、発声練習

共鳴、身体の使い方の練習

イタリア語ディクション（音読）

イタリア語ディクション（歌唱）

レチタティーヴォの歌い方（レチタティーヴォ・セッコ）

レチタティーヴォの歌い方（レチタティーヴォ・アッコンパニャート）

カデンツァ・修飾音などの歌い方

アジリタ・ポルタメントなどの歌い方

歌詞・作品の理解

歌詞・作品の理解と表現

時代・様式にあった音楽づくり

時代・様式にあった表現方法

前期試験曲の伴奏合わせ

前期試験曲の伴奏合わせ（暗譜）

前期試験に向けての総合練習

呼吸、発声技術の向上

共鳴、身体の使い方の向上

イタリア語ディクションの向上（音読）

イタリア語ディクションの向上（歌唱）

レチタティーヴォの歌い方の向上（レチタティーヴォ・セッコ

レチタティーヴォの歌い方の向上（レチタティーヴォ・アッコンパニャート）

カデンツァ・修飾音などの歌い方（ロマン派の楽曲に多用される様々な形）

アジリタ・ポルタメントなどの歌い方（ロマン派の楽曲に多用される様々な形）

歌詞・作品の理解力の向上

歌詞・作品の理解と表現力の向上

時代・様式にあった音楽づくりの向上

時代・様式にあった表現方法の向上

後期試験曲の伴奏合わせ

後期試験曲の伴奏合わせ（暗譜）

後期試験に向けての総合練習

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

第16回

第17回

第18回

第19回

第20回

第21回

第22回

第23回

第24回

第25回

第26回

第27回

第28回

第29回

第30回

授業展開と内容

開講年次

3～

開講期

通年

単位数

4
筆記・実技

100

課題提出

0

作品提出

0

成果発表

0

授業内小テスト

0

合計

100

評価方法

評価種別

評価割合

定期試験 その他の試験
授業形態

実技・実習

00312 502029634422シラバス番号： 授業番号： 科目コード： 声楽③



《昭和音楽大学 Syllabus 2022》

授業外学修の指示／課題に対するフィードバックの方法

譜読みだけでなく楽譜を読み込む勉強をし、その楽曲で知り得る予習は全てしておくこと。
オペラアリアを学ぶ場合は作品全体をよく研究すること。
毎日の練習を積み上げる努力をすること。

一日１～２時間を目安に予習・復習を行うこと。

教科書・参考書

担当教員から指示のあった任意の歌曲集、アリア集など

履修上の注意

実技レッスンのため、上記の授業展開は必ずしも学修の順序ではなく、個々の能力や進度によって何度も戻ったり、繰り返されたり、同時に進められたりするもので
あることを理解して臨むこと。

体調管理を怠らないこと。実技試験でオペラアリアを歌う場合Verdi以降の作品は除くこと。
レッスンには伴奏譜の他、必要に応じて辞書など指示のあったものを用意すること。

00312 502029634422シラバス番号： 授業番号： 科目コード： 声楽③



《昭和音楽大学 Syllabus 2022》

曜日時限

声楽Ⅰ①

科目名－クラス名

担当教員

実技担当教員実技

教育到達目標と概要

この科目は、大学での学びの根幹となる主科実技の個人レッスンである。ベルカント唱法に基いた呼吸～発声～共鳴に至るまでの歌唱の技術を学び体得していくこと

を目標とする。1年次は30分の個人レッスンを週2回（計60分）行う。担当教員と曲目を選定し、イタリア語の正確な発音を学ぶとともに、発声の基本的な訓練を積み
重ねながら少しずつ歌う身体を作っていく。実技試験の課題曲は前期・後期とも「イタリア古典歌曲1曲(4分以内)」  実技試験の点数をもって評価とする。

学修成果
①歌唱の基本（発声、呼吸、支え等）を身につけ、ベルカント唱法の基礎力を高めることができる。

②イタリア語の正確な発音を覚えることができる。
③イタリア古典歌曲（1792年のRossini生誕以前の作曲者による作品）のレパートリーを作り、演奏法や様式感を理解することができる。

歌う姿勢

呼吸法

身体の使い方

発声練習（開口母音）

発声練習（閉口母音）

正確な音程

正確なリズム

イタリア語の正しい発音(母音）

イタリア語の正しい発音(子音）

歌詞の理解

歌詞の表現

フレーズと音楽づくり

前期試験曲の伴奏合わせ

前期試験曲の伴奏合わせ（暗譜）

前期試験に向けての総合練習

歌う姿勢と重心

呼吸法とブレス

発声練習と身体の使い方 (開口母音）

発声練習と身体の使い方 （閉口母音）

正確な音程と歌い方

正確なリズムと歌い方

イタリア語の正しい発音とポジション（音読）

イタリア語の正しい発音とポジション(歌唱）

歌詞の理解力の向上

歌詞の表現力の向上

古典歌曲の様式感

古典歌曲の音楽表現

後期試験曲の伴奏合わせ

後期試験曲の伴奏合わせ（暗譜）

後期試験に向けての総合練習

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

第16回

第17回

第18回

第19回

第20回

第21回

第22回

第23回

第24回

第25回

第26回

第27回

第28回

第29回

第30回

授業展開と内容

開講年次

1～

開講期

通年

単位数

6
筆記・実技

100

課題提出

0

作品提出

0

成果発表

0

授業内小テスト

0

合計

100

評価方法

評価種別

評価割合

定期試験 その他の試験
授業形態

実技・実習

911 50300111405シラバス番号： 授業番号： 科目コード： 声楽Ⅰ①



《昭和音楽大学 Syllabus 2022》

授業外学修の指示／課題に対するフィードバックの方法

譜読だけではなく楽譜を読み込む勉強をし、その楽曲で知り得る予習は全てしておくこと。
歌詞の意味を調べ音読すること。毎日の練習を積み上げる努力をすること。
一日１～２時間を目安に予習・復習を行うこと。

教科書・参考書

イタリア古典歌曲集 その他、担当教員から指示のあった任意の歌曲集、コンコーネなどの声楽教本

履修上の注意

実技レッスンであるため、上記の授業展開は必ずしも学修の順序ではなく、個々の能力や進度によって何度も戻ったり、繰り返されたり、同時に進められたりするも

のであることを理解して臨むこと。
体調管理を怠らないこと。レッスンには伴奏譜の他、必要に応じて辞書など指示のあったものを用意すること。

911 50300111405シラバス番号： 授業番号： 科目コード： 声楽Ⅰ①



《昭和音楽大学 Syllabus 2022》

曜日時限

声楽Ⅰ①

科目名－クラス名

担当教員

実技担当教員実技

教育到達目標と概要

この科目は、短大での学びの根幹となる主科実技の個人レッスンである。ベルカント唱法に基いた呼吸～発声～共鳴に至るまでの歌唱の技術を学び体得していくこと

を目標とする。1年次は30分の個人レッスンを週2回（計60分）行う。担当教員と曲目を選定し、イタリア語の正確な発音を学ぶとともに、発声の基本的な訓練を積み
重ねながら少しずつ歌う身体を作っていく。実技試験の課題曲は前期・後期とも「イタリア古典歌曲1曲(4分以内)」  実技試験の点数をもって評価とする。

学修成果
①歌唱の基本（発声、呼吸、支え等）を身につけ、ベルカント唱法の基礎力を高めることができる。

②イタリア語の正確な発音を覚えることができる。
③イタリア古典歌曲（1792年のRossini生誕以前の作曲者による作品）のレパートリーを作り、演奏法や様式感を理解することができる。

歌う姿勢

呼吸法

身体の使い方

発声練習（開口母音）

発声練習（閉口母音）

正確な音程

正確なリズム

イタリア語の正しい発音(母音）

イタリア語の正しい発音(子音）

歌詞の理解

歌詞の表現

フレーズと音楽づくり

前期試験曲の伴奏合わせ

前期試験曲の伴奏合わせ（暗譜）

前期試験に向けての総合練習

歌う姿勢と重心

呼吸法とブレス

発声練習と身体の使い方 (開口母音）

発声練習と身体の使い方 （閉口母音）

正確な音程と歌い方

正確なリズムと歌い方

イタリア語の正しい発音とポジション（音読）

イタリア語の正しい発音とポジション(歌唱）

歌詞の理解力の向上

歌詞の表現力の向上

古典歌曲の様式感

古典歌曲の音楽表現

後期試験曲の伴奏合わせ

後期試験曲の伴奏合わせ（暗譜）

後期試験に向けての総合練習

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

第16回

第17回

第18回

第19回

第20回

第21回

第22回

第23回

第24回

第25回

第26回

第27回

第28回

第29回

第30回

授業展開と内容

開講年次

1～

開講期

通年

単位数

6
筆記・実技

100

課題提出

0

作品提出

0

成果発表

0

授業内小テスト

0

合計

100

評価方法

評価種別

評価割合

定期試験 その他の試験
授業形態

実技・実習

912 503001112383シラバス番号： 授業番号： 科目コード： 声楽Ⅰ①



《昭和音楽大学 Syllabus 2022》

授業外学修の指示／課題に対するフィードバックの方法

譜読みだけでなく楽譜を読み込む勉強をし、その楽曲で知り得る予習は全てしておくこと。
歌詞の意味を調べ音読すること。

毎日の練習を積み上げる努力をすること。
一日１～２時間を目安に予習・復習を行うこと。

教科書・参考書

イタリア古典歌曲集 その他、担当教員から指示のあった任意の歌曲集、コンコーネなどの声楽教本

履修上の注意

実技レッスンであるため、上記の授業展開は必ずしも学修の順序ではなく、個々の能力や進度によって何度も戻ったり、繰り返されたり、同時に進められたりするも

のであることを理解して臨むこと。
体調管理を怠らないこと。
レッスンには伴奏譜の他、必要に応じて辞書など指示のあったものを用意すること。

912 503001112383シラバス番号： 授業番号： 科目コード： 声楽Ⅰ①



《昭和音楽大学 Syllabus 2022》

曜日時限

声楽Ⅰ①

科目名－クラス名

担当教員

実技担当教員実技

教育到達目標と概要

この科目は、大学での学びの根幹となる主科実技の個人レッスンである。ベルカント唱法に基いた呼吸～発声～共鳴に至るまでの歌唱の技術を学び体得していくこと

を目標とする。1年次は30分の個人レッスンを週2回（計60分）行う。担当教員と曲目を選定し、イタリア語の正確な発音を学ぶとともに、発声の基本的な訓練を積み
重ねながら少しずつ歌う身体を作っていく。実技試験の課題曲は前期・後期とも「イタリア古典歌曲1曲(4分以内)」  実技試験の点数をもって評価とする。

学修成果
①歌唱の基本（発声、呼吸、支え等）を身につけ、ベルカント唱法の基礎力を高めることができる。

②イタリア語の正確な発音を覚えることができる。
③イタリア古典歌曲（1792年のRossini生誕以前の作曲者による作品）のレパートリーを作り、演奏法や様式感を理解することができる。

歌う姿勢

呼吸法

身体の使い方

発声練習（開口母音）

発声練習（閉口母音）

正確な音程

正確なリズム

イタリア語の正しい発音(母音）

イタリア語の正しい発音(子音）

歌詞の理解

歌詞の表現

フレーズと音楽づくり

前期試験曲の伴奏合わせ

前期試験曲の伴奏合わせ（暗譜）

前期試験に向けての総合練習

歌う姿勢と重心

呼吸法とブレス

発声練習と身体の使い方 (開口母音）

発声練習と身体の使い方 （閉口母音）

正確な音程と歌い方

正確なリズムと歌い方

イタリア語の正しい発音とポジション（音読）

イタリア語の正しい発音とポジション(歌唱）

歌詞の理解力の向上

歌詞の表現力の向上

古典歌曲の様式感

古典歌曲の音楽表現

後期試験曲の伴奏合わせ

後期試験曲の伴奏合わせ（暗譜）

後期試験に向けての総合練習

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

第16回

第17回

第18回

第19回

第20回

第21回

第22回

第23回

第24回

第25回

第26回

第27回

第28回

第29回

第30回

授業展開と内容

開講年次

1～

開講期

通年

単位数

6
筆記・実技

100

課題提出

0

作品提出

0

成果発表

0

授業内小テスト

0

合計

100

評価方法

評価種別

評価割合

定期試験 その他の試験
授業形態

実技・実習

00911 50300111405シラバス番号： 授業番号： 科目コード： 声楽Ⅰ①



《昭和音楽大学 Syllabus 2022》

授業外学修の指示／課題に対するフィードバックの方法

譜読だけではなく楽譜を読み込む勉強をし、その楽曲で知り得る予習は全てしておくこと。
歌詞の意味を調べ音読すること。毎日の練習を積み上げる努力をすること。
一日１～２時間を目安に予習・復習を行うこと。

教科書・参考書

イタリア古典歌曲集 その他、担当教員から指示のあった任意の歌曲集、コンコーネなどの声楽教本

履修上の注意

実技レッスンであるため、上記の授業展開は必ずしも学修の順序ではなく、個々の能力や進度によって何度も戻ったり、繰り返されたり、同時に進められたりするも

のであることを理解して臨むこと。
体調管理を怠らないこと。レッスンには伴奏譜の他、必要に応じて辞書など指示のあったものを用意すること。

00911 50300111405シラバス番号： 授業番号： 科目コード： 声楽Ⅰ①



《昭和音楽大学 Syllabus 2022》

曜日時限

声楽Ⅰ②

科目名－クラス名

担当教員

実技担当教員実技

教育到達目標と概要

この科目は大学での学びの根幹となる主科実技の個人レッスン(週1回60分)である。ベルカント唱法に基いた歌唱の技術を学び体得していくことを目標とする。イタ

リア古典歌曲に加え、イタリアベルカントの代表的作曲家及びVerdiの歌曲まで時代を広げて勉強する。実技試験課題は、前期「イタリア古典歌曲又は
Rossini,Donizetti,Bellini,Verdiの歌曲1曲(4分以内)」後期「Rossini,Donizetti,Bellini,Verdiの歌曲1曲（4分以内）」 実技試験の点数をもって評価とする。

学修成果
① 歌唱の技術を理解し、ベルカント唱法の基礎力を向上させることができる。

②イタリア古典歌曲（1792年のRossini生誕以前の作曲者による作品）のレパートリーを作り、演奏法と様式感を理解することができる。
③イタリアベルカントの代表的な作曲家（Rossini,Donizetti,Bellini）及びVerdiの室内歌曲のレパートリーを作り、その演奏法と様式感を理解することができる。

呼吸、発声練習

共鳴、身体の使い方の練習

イタリア語ディクション（音読）

イタリア語ディクション（歌唱）

正確な音程とリズム

イタリア古典歌曲及びRossini,Donizetti,Bellini,Verdiの室内歌曲の様式感

イタリア古典歌曲及びRossini,Donizetti,Bellini,Verdiの室内歌曲の演奏法

イタリア語（レチタティーヴォを含む）の正しい発音と歌い方

歌詞の理解

歌詞の表現

時代・様式にあった音楽づくり

時代・様式にあった表現方法

前期試験曲の伴奏合わせ

前期試験曲の伴奏合わせ（暗譜）

前期試験に向けての総合練習

呼吸、発声技術の向上

共鳴、身体の使い方の理解と向上

イタリア語ディクションとポジション（音読）

イタリア語ディクションとポジション（歌唱）

正確な音程とリズムを作る能力の向上

Rossini,Donizetti,Bellini,Verdiの室内歌曲の様式感

Rossini,Donizetti,Bellini,Verdiの室内歌曲の演奏法

イタリア語（レチタティーヴォを含む）の正しい発音と歌い方の向上

歌詞の理解力の向上と表現

歌詞の表現力の向上と歌唱

時代・様式にあった音楽づくりと表現

時代・様式にあった表現方法と歌唱

後期試験曲の伴奏合わせ

後期試験曲の伴奏合わせ（暗譜）

後期試験に向けての総合練習

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

第16回

第17回

第18回

第19回

第20回

第21回

第22回

第23回

第24回

第25回

第26回

第27回

第28回

第29回

第30回

授業展開と内容

開講年次

2～

開講期

通年

単位数

6
筆記・実技

100

課題提出

0

作品提出

0

成果発表

0

授業内小テスト

0

合計

100

評価方法

評価種別

評価割合

定期試験 その他の試験
授業形態

実技・実習

916 50300211407シラバス番号： 授業番号： 科目コード： 声楽Ⅰ②



《昭和音楽大学 Syllabus 2022》

授業外学修の指示／課題に対するフィードバックの方法

譜読みだけでなく楽譜を読み込む勉強をし、その楽曲で知り得る予習は全てしておくこと。

オペラアリアを学ぶ場合は作品全体をよく研究すること。毎日の練習を積み上げる努力をすること。
一日１～２時間を目安に予習・復習を行うこと。

教科書・参考書

イタリア古典歌曲集、 Rossini,Donizetti,Bellini,Verdiの歌曲集 その他、担当教員から指示のあった任意の曲集、コンコーネなどの声楽教本など

履修上の注意

実技レッスンであるため、上記の授業展開は必ずしも学修の順序ではなく、個々の能力や進度によって何度も戻ったり、繰り返されたり、同時に進められたりするも

のであることを理解して臨むこと。体調管理を怠らないこと。レッスンには伴奏譜の他、必要に応じて辞書など指示のあったものを用意すること。

916 50300211407シラバス番号： 授業番号： 科目コード： 声楽Ⅰ②



《昭和音楽大学 Syllabus 2022》

曜日時限

声楽Ⅰ②

科目名－クラス名

担当教員

実技担当教員実技

教育到達目標と概要

この科目は短大での学びの根幹となる主科実技の個人レッスン(週1回60分)である。ベルカント唱法に基いた歌唱の技術を学び体得していくことを目標とする。イタ

リアベルカントの代表的作曲家及びVerdiまでの室内歌曲の他、日本歌曲、オペラアリアまでを学生の進度、能力に合わせて学んでいく。
実技試験は前期「Rossini,Donizetti,Bellini,Verdiの歌曲1曲(4分以内)」 後期「日本歌曲と自由曲(イタリア語のもの)各1曲(7分以内)」 実技試験の点数をもって評価
とする。

学修成果
① 歌唱の技術を理解し、ベルカント唱法の基礎力を向上させることができる。
②イタリアベルカントの代表的な作曲家（Rossini,Donizetti,Bellini）及びVerdiの室内歌曲やオペラアリアのレパートリーを作り、その演奏法と様式感を理解すること
ができる。

③日本歌曲のレパートリーを作ると同時に、詩や曲を通じて日本人の心を深く味わい、それを表現することができる。

呼吸、発声練習

共鳴、身体の使い方の練習

イタリア語ディクション（音読）

イタリア語（歌唱）

正確な音程とリズム

イタリア古典歌曲及びRossini,Donizetti,Bellini,Verdiの室内歌曲の様式感

イタリア古典歌曲及びRossini,Donizetti,Bellini,Verdiの室内歌曲の演奏法

イタリア語（レチタティーヴォを含む）の正しい発音と歌い方

歌詞の理解

歌詞の表現

時代・様式にあった音楽づくり

時代・様式にあった表現方法

前期試験曲の伴奏合わせ

前期試験曲の伴奏合わせ（暗譜）

前期試験に向けての総合練習

呼吸、発声技術の向上

共鳴、身体の使い方の理解と向上

イタリア語・日本語 ディクションとポジション（音読）

イタリア語・日本語 ディクションとポジション（歌唱）

正確な音程とリズムを作る能力の向上

Rossini,Donizetti,Bellini,Verdiの室内歌曲、オペラアリア及び日本歌曲の様式感

Rossini,Donizetti,Bellini,Verdiの室内歌曲、オペラアリア及び日本歌曲の演奏法

イタリア語（レチタティーヴォを含む）・日本語の正しい発音と歌い方の向上

歌詞の理解力の向上と表現

歌詞の表現力の向上と歌唱

時代・様式にあった音楽づくりと表現

時代・様式にあった表現方法と歌唱

後期試験曲の伴奏合わせ

後期試験曲の伴奏合わせ（暗譜）

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

第16回

第17回

第18回

第19回

第20回

第21回

第22回

第23回

第24回

第25回

第26回

第27回

第28回

第29回

授業展開と内容

開講年次

2～

開講期

通年

単位数

6
筆記・実技

100

課題提出

0

作品提出

0

成果発表

0

授業内小テスト

0

合計

100

評価方法

評価種別

評価割合

定期試験 その他の試験
授業形態

実技・実習

917 503002112385シラバス番号： 授業番号： 科目コード： 声楽Ⅰ②



《昭和音楽大学 Syllabus 2022》

授業外学修の指示／課題に対するフィードバックの方法

譜読みだけでなく楽譜を読み込む勉強をし、その楽曲で知り得る予習は全てしておくこと。

オペラアリアを学ぶ場合は作品全体をよく研究すること。
毎日の練習を積み上げる努力をすること。
一日１～２時間を目安に予習・復習を行うこと。

教科書・参考書

イタリア古典歌曲集、 Rossini,Donizetti,Bellini,Verdiの歌曲集、日本歌曲集  その他、担当教員から指示のあった任意の曲集、コンコーネなどの声楽教本など

履修上の注意

実技レッスンであるため、上記の授業展開は必ずしも学修の順序ではなく、個々の能力や進度によって何度も戻ったり、繰り返されたり、同時に進められたりするも
のであることを理解して臨むこと。
体調管理を怠らないこと。

レッスンには伴奏譜の他、必要に応じて辞書など指示のあったものを用意すること。

後期試験に向けての総合練習第30回

917 503002112385シラバス番号： 授業番号： 科目コード： 声楽Ⅰ②



《昭和音楽大学 Syllabus 2022》

曜日時限

声楽Ⅰ②

科目名－クラス名

担当教員

実技担当教員実技

教育到達目標と概要

この科目は大学での学びの根幹となる主科実技の個人レッスン(週1回60分)である。ベルカント唱法に基いた歌唱の技術を学び体得していくことを目標とする。イタ

リア古典歌曲に加え、イタリアベルカントの代表的作曲家及びVerdiの歌曲まで時代を広げて勉強する。実技試験課題は、前期「イタリア古典歌曲又は
Rossini,Donizetti,Bellini,Verdiの歌曲1曲(4分以内)」後期「Rossini,Donizetti,Bellini,Verdiの歌曲1曲（4分以内）」 実技試験の点数をもって評価とする。

学修成果
① 歌唱の技術を理解し、ベルカント唱法の基礎力を向上させることができる。

②イタリア古典歌曲（1792年のRossini生誕以前の作曲者による作品）のレパートリーを作り、演奏法と様式感を理解することができる。
③イタリアベルカントの代表的な作曲家（Rossini,Donizetti,Bellini）及びVerdiの室内歌曲のレパートリーを作り、その演奏法と様式感を理解することができる。

呼吸、発声練習

共鳴、身体の使い方の練習

イタリア語ディクション（音読）

イタリア語ディクション（歌唱）

正確な音程とリズム

イタリア古典歌曲及びRossini,Donizetti,Bellini,Verdiの室内歌曲の様式感

イタリア古典歌曲及びRossini,Donizetti,Bellini,Verdiの室内歌曲の演奏法

イタリア語（レチタティーヴォを含む）の正しい発音と歌い方

歌詞の理解

歌詞の表現

時代・様式にあった音楽づくり

時代・様式にあった表現方法

前期試験曲の伴奏合わせ

前期試験曲の伴奏合わせ（暗譜）

前期試験に向けての総合練習

呼吸、発声技術の向上

共鳴、身体の使い方の理解と向上

イタリア語ディクションとポジション（音読）

イタリア語ディクションとポジション（歌唱）

正確な音程とリズムを作る能力の向上

Rossini,Donizetti,Bellini,Verdiの室内歌曲の様式感

Rossini,Donizetti,Bellini,Verdiの室内歌曲の演奏法

イタリア語（レチタティーヴォを含む）の正しい発音と歌い方の向上

歌詞の理解力の向上と表現

歌詞の表現力の向上と歌唱

時代・様式にあった音楽づくりと表現

時代・様式にあった表現方法と歌唱

後期試験曲の伴奏合わせ

後期試験曲の伴奏合わせ（暗譜）

後期試験に向けての総合練習

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

第16回

第17回

第18回

第19回

第20回

第21回

第22回

第23回

第24回

第25回

第26回

第27回

第28回

第29回

第30回

授業展開と内容

開講年次

2～

開講期

通年

単位数

6
筆記・実技

100

課題提出

0

作品提出

0

成果発表

0

授業内小テスト

0

合計

100

評価方法

評価種別

評価割合

定期試験 その他の試験
授業形態

実技・実習
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《昭和音楽大学 Syllabus 2022》

授業外学修の指示／課題に対するフィードバックの方法

譜読みだけでなく楽譜を読み込む勉強をし、その楽曲で知り得る予習は全てしておくこと。

オペラアリアを学ぶ場合は作品全体をよく研究すること。毎日の練習を積み上げる努力をすること。
一日１～２時間を目安に予習・復習を行うこと。

教科書・参考書

イタリア古典歌曲集、 Rossini,Donizetti,Bellini,Verdiの歌曲集 その他、担当教員から指示のあった任意の曲集、コンコーネなどの声楽教本など

履修上の注意

実技レッスンであるため、上記の授業展開は必ずしも学修の順序ではなく、個々の能力や進度によって何度も戻ったり、繰り返されたり、同時に進められたりするも

のであることを理解して臨むこと。体調管理を怠らないこと。レッスンには伴奏譜の他、必要に応じて辞書など指示のあったものを用意すること。
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《昭和音楽大学 Syllabus 2022》

曜日時限

声楽Ⅰ③

科目名－クラス名

担当教員

実技担当教員実技

教育到達目標と概要

この科目は大学での学びの根幹となる主科実技の個人レッスン(週1回60分)である。ベルカント唱法に基いた歌唱の技術を学び体得していくことを目標とする。2年次

までの歌曲に加え、学生個々の能力・進度に合わせてオペラアリア、近代歌曲など範囲を広げて学んでいく。実技試験課題は、前期・後期とも「自由曲1曲(イタリア
語のもの)(5分以内）※オペラアリアの場合、Verdi以降の作品は除く」 
試験の点数をもって評価とする。

学修成果
①歌唱の技術を理解し、ベルカントに基いた歌唱力を向上させることができる。
②各々の楽器(声)に合った歌曲やオペラアリアのレパートリーを作り、その演奏法と様式感を身につけることができる。
③レチタティーヴォの歌い方を覚え、身につけることができる。

呼吸、発声練習

共鳴、身体の使い方の練習

イタリア語ディクション（音読）

イタリア語ディクション（歌唱）

レチタティーヴォの歌い方（レチタティーヴォ・セッコ）

レチタティーヴォの歌い方（レチタティーヴォ・アッコンパニャート）

カデンツァ・修飾音などの歌い方

アジリタ・ポルタメントなどの歌い方

歌詞・作品の理解

歌詞・作品の理解と表現

時代・様式にあった音楽づくり

時代・様式にあった表現方法

前期試験曲の伴奏合わせ

前期試験曲の伴奏合わせ（暗譜）

前期試験に向けての総合練習

呼吸、発声技術の向上

共鳴、身体の使い方の向上

イタリア語ディクションの向上（音読）

イタリア語ディクションの向上（歌唱）

レチタティーヴォの歌い方の向上（レチタティーヴォ・セッコ

レチタティーヴォの歌い方の向上（レチタティーヴォ・アッコンパニャート）

カデンツァ・修飾音などの歌い方（ロマン派の楽曲に多用される様々な形）

アジリタ・ポルタメントなどの歌い方（ロマン派の楽曲に多用される様々な形）

歌詞・作品の理解力の向上

歌詞・作品の理解と表現力の向上

時代・様式にあった音楽づくりの向上

時代・様式にあった表現方法の向上

後期試験曲の伴奏合わせ

後期試験曲の伴奏合わせ（暗譜）

後期試験に向けての総合練習

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

第16回

第17回

第18回

第19回

第20回

第21回

第22回

第23回

第24回

第25回

第26回

第27回

第28回

第29回

第30回

授業展開と内容

開講年次

3～

開講期

通年

単位数

6
筆記・実技

100

課題提出

0

作品提出

0

成果発表

0

授業内小テスト

0

合計

100

評価方法

評価種別

評価割合

定期試験 その他の試験
授業形態

実技・実習
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2022 年度(後期・通年)「学生による授業評価アンケート」結果に対する授業改善計画書 

 

教員コード：2218 教員名：廣田 美穂 

 

１）評価結果に対する所見 

   受講者の人数に対してアンケートに答えている人数がどの科目も約 3 割しかいない

ので一部の意見でしかないが、概ね授業に対して満足しているようだ。とはいえ、オ

ペラ演習は大きな不満を持っている学生もいるので、次年度の授業に生かしていきた

いと思う。いつものことではあるが予習復習をいかにさせるかが課題のようではある。 

 

２）要望への対応・改善方策 

   レッスンについて技術と表現とを担当教員を分ける案が出てはいたが、それぞれ補

完する役割があるため分けるのは得策とは思えないが、3・4 年生になったらコレぺテ

ィのレッスンを受ける機会があってもいいのかもしれない。 

   ソルフェージュは訓練の側面もあり、各々の予習復習の積み上げが力の差にもつな

がるからもっと積極的に勉強する意欲を出せるような課題づくりをするようにしたい。 

   オペラ演習についてはどうしても個々の力が良くも悪くも影響し、興味の差が出て

しまう。今年度はグループの規模も小さくしたのでより一人一人に寄り添った授業が

できているのではないかと思う。  

 

３）今後の課題 

   個人レッスンは一対一で行うためレッスンも人間関係も煮詰まりかねない科目なの

で学生の様子をこれまで以上に配慮しながら進めたいと思う。そのためにも自分自身

にも気持ちの余裕を持てるよう努力していく。また私自身の作品研究をもっとするよ

うにして各学生に適した課題を出せるようにする。 

   ソルフェージュについては今年度 1 クラスの人数が昨年度より大幅に増えた印象な

ので、全体を見まわしつつ個々の様子も把握して興味の持てる課題をさせることが大

切だと考える。そのためにも教材研究をこまめに時間取って行うよう努力する。 

   今年度は副科合唱も担当しているので大きな集団を動かしていかなくてはならない

ので、どう授業に興味を持たせるかが重要になるだろう。 

   総じて教材研究と学生との関わり方が課題となってくるだろう。今年度も半期が終

了したが、後期も学生に寄り添いつつ授業をしていきたいと思う。 

 

以 上 
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